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その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

中心市街地防犯パトロ

類

ール事業

市民部　くら

ハ

し安全課

00－xxx ーxxx－xx0000 ド○ ●

05 基本目標５　

ソ

　安全で、みんなが快

フ

適に暮らせるまち
総合

ト

計画の
02 ②〈まちの

根

顔〉　活気ある魅力的

拠

な中心市街地をつくる

法

位置付け
03 3 誰も

令

が安心して、安全、快

等

適に過ごせる環境づく

対

りを進める

市民

□ □ □

象

□ 警察・防犯協会・商

・

店街等

市民が安心して

受

歩ける中心市街地にな

益

っています。 市民が安

者

心して歩ける中心市街

事

地にするため、警察、

業

商店街、
市が連携して

期

防犯パトロールを実施

間

します。

パトロール実

委

施回数 回

中心市街地を

託

パトロールする回数

6

、

6 6

4

紅谷町犯罪件数

協

件

紅谷町で発生した犯

働

罪件数

350 340 3

【

30

372

③：遅れて

委

いる

計画していたが、

託

天候不良のため実施で

：

きなかった。

中心市街

3

地にて、警察・防犯協

セ

会・商店街等の関係団

ク

体と連携して防犯パト

・

ロールを6回計画した

財

ところ、天候不良のた

団

め4回の
実施となった

企

が、紅谷町で発生した

業

犯罪件数は前年度程度

Ｎ

に抑えることができた

Ｐ

。

Ａ：成果があがった

Ｏ
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位

施 実施 実施

0 0 0 0 0

施

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

策

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

へ

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

の

0 0 0 0 0 0 0

0.0

貢

0 0.00 0.00

0

献

.00 0.00 0.3

高

0 0.30 0.30 0

市

.00 0.00

0.0

民

0 0.00 0.00 0

満

.00 0.00 0.0

足

0 0.00

0 0 2,5

度

18 2,518 2,5

を

18 0 0

0 0 2,51

高

8 2,518 2,51

め

8 0 0

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

る

本事業は、中心市街地

方

の治安向上のため必要

策

不可欠なものであり、

業

今後も引続き実施して

有

いくべきである。警察

効

・防犯協会・商
店街等

性

と連携しながら効果的

継

に実施していきたい。

続

事業の実施にあたって

に

、天候等の不確定要因

よ

があるものの、成果指

る

標に掲げる目標の達成

成

に向け、引き続き事業

果

を展開していく
。

中心

向

市街地の防犯対策につ

上

いては、平成18年度

の

、平塚警
察署に「平塚

可

駅前地区歓楽街総合対

能

策推進協議会」が設
置

性

され、今後はこの協議

低

会と協働していく方向

そ

で効果的
な活動を進め

の

ていきたい。

他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 「夜間、怖くて中心

出

市街地を安心して歩け

総

ない」、「防
●□ 犯パ

合

トロールを強化してほ

評

しい」等の要望が市長

価

への手

□ 紙などにより

市

市民から寄せられてい

民

る。 ○
□
□ 事業の性質

ニ

上、単年度のみで判断

ー

するのではなく、継続

ズ

●□ して実施していく

高

ことで、成果向上が期

事

待できる。

■ ○
□
■ 中

業

心市街地の治安向上に

目

は、防犯パトロールが

的

最低限必
●

□ 要不可欠

の

であり、警察・防犯協

達

会・商店街等関係団体

成

と
○

■ 連携することに

状

より、効果的に分担し

況

て行っている。
○

□
□

必

事業は取締り、啓発が

要

中心となるので、警察

性

・防犯協会
●

□ ・商店

市

街等多くの関係者を巻

の

き込んで実施していく

関

こと
○

■ で効率的・効

与

果的に実施している。

の

○
□

「安心・安全のま

必

ちづくり」には治安は

要

重要な要素であり、警

性

察だけでなく防犯協会

低

・商店街等多くの関係

事

者を巻き込んでいく
こ

そ

とで効果的に実施して

の

いきたい。

防犯パトロ

他

ールの防犯パトロール

上

の防犯パトロールの

実




